
施策分野 ２　本県の教育の課題に応じた教育のあり方

２－６　世界に伍して活躍するグローバル人材の育成 

現状と課題

平成２９年度の取組状況の評価
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○中学校については、平成２９年度調査における英検準１級以上相当を取得している英語担当教員の割合は全国平均を
超えたが、英検３級以上相当の英語力を有する中学３年生は全国平均と同等であり、英語担当教員の授業における英語
使用状況は全国平均を下回っている。
○高等学校については、平成２９年度調査における普通科での英語担当教員の授業における英語使用状況は全国平均
を上回った。一方、英検準２級以上相当の英語力を有する高校３年生及び英検準１級以上相当を取得している英語担当
教員の割合は全国平均を下回っている。
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34.6
54.0

36.2
53.8英語教育の推進を目的に、県内小・中・高等学校における外国語活動・英語担当教員の指導

力向上のための研修を実施する。（目標値：英検準１級等を有する教員の割合の増加、求めら
れる英語力（中学校英検３級以上相当、高等学校英検準２級以上相当）を有する生徒の割合
の増加）

国際的に通用する能力をもつ高校生を育成するため、畝傍高校でグローバル人材育成に向け
た教育方法を研究する。（目標値：将来仕事や研究で国際的に活躍したいと考える生徒の割
合70%以上、国際化に重点を置く国内大学・海外大学への進学者の割合30%以上）
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英語指導力向上研修講座の実施 
英検準１級等を取得している教員

（上段：中学校、下段：高等学校）の割合（%）

平成２９年度上段：取組名　下段：取組内容

ＡＬＴと進める外国語教育訪問研修講座の実施年間5回以上
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ＡＬＴ活用に向けた研修講座の実施

スーパーグローバルハイスクールによる研究の推進 上段：国際的に活躍したいと考える生徒の割合(%)
下段：国際化に重点を置く大学への進学者の割合（%）

25.3
45.4

上段：中学校英検３級以上相当　下段：高等学校英検
準２級以上相当を有する生徒の割合(%)

平成２８年度平成２７年度

主な取組（平成２７年度～平成２９年度）

上段：取組名　　中段：事業・取組内容　　下段：平成３０年度指標・目標値

○生徒の英語力は、中学校、高等学校ともに全国平均には及ばなかった。今後更に生徒の英語による言語活動の充実を図り、生徒
の英語４技能（聞く・話す・読む・書く）をバランスよく育成する必要がある。
○教員の英語力については、中高ともまだ低位にある。今後更に研修講座等を通して、英語指導力向上を図るとともに、英検受検料
助成等により、教員の英語力の向上を図る必要がある。
○授業でのＡＬＴの活用について、引き続き教員の英語指導力の向上やALT活用指導力向上に向けた研修を充実させる必要がある。
○新学習指導要領に対応するため、小学校における教員の英語力向上のための研修の推進や、外部人材の活用、中学校・高等学
校英語担当教員との連携等の充実が必要である。
○国際セミナーや海外留学フェア参加生徒の満足度は高いが、それを実際の留学や海外大学進学へとつなげていく必要がある。

「ＡＬＴと進める外国語教育訪問研修講座」（H29年度から実施）の中で、ＡＬＴとのティームティーチングの進め方等についての教員の見識
を深める。

英検準１級等を有する教員の割合の増加
研修参加者の満足度90%以上

スーパーグローバルハイスクールによる研究の推進

国際的に通用する能力をもつ高校生を育成するため、畝傍高校でグローバル人材育成に向けた教育方法を研究する。

○生徒の英語力については、高等学校では上昇傾向であるが、全国平均を下回っている。中学校では、上昇傾向であったが、本年度
は全国平均並となっている。
○中学校教員の英検準１級等取得率については、昨年度より上昇している。しかし、高等学校に関しては全国平均を下回っている。
○生徒の英語による言語活動の充実を図るため、授業の抜本的改善を図る必要があり、教員の英語指導力及び英語力向上のため
の研修を、中学校及び高等学校で実施している。今後、具体的な指導法に関する研修を更に充実させることが課題である。
○海外留学を促進する取組の充実が必要である。

ＡＬＴ活用に向けた研修講座の実施

今後の主な取組より (平成３０年度)

評価

取組の成果と課題

自主的に社会貢献活動や自己研鑽活動に取り組む生徒240人以上

英語指導力向上研修講座の実施

英語教育の推進を目的に、県内小・中・高等学校における外国語活動・英語担当教員の指導力向上のための研修を実施する。

2

海外留学の促進 留学者数(人)

海外留学フェアを実施し、海外留学を促進する。（目標値：留学者数の増加） 290 162 181

外国語活動の授業づくり研修講座の回数
（回）

外国語活動の授業づくり研修講座の回数を増やし、小グループにＡＬＴ１名を配置した研修やＡ
ＬＴ活用に関する課題を話し合うワークショップ形式の研修を実施する。（目標値：外国語活動
の授業づくり研修講座の実施２回以上）

新・高校生グローバルチャレンジ事業 セミナー参加者の満足度（%）

国際的に活躍する外国人を講師として招聘し、高校生対象の国際セミナーを開催する。（目標
値：セミナー参加者の満足度90%）
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